
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちリウマチ・膠原病内科は、平成 26 年（2014 年） 3 月 24 日の 

開院とともに新設された診療科で内科系診療センターに所属しています。 

私は、前任の徳永剛広先生の後任として令和 6 年（2024 年）7 月 1 日より 

赴任しました。 

診療科の特性として関節リウマチが有名ですが、統計的に同疾患は日本人口 

1 億 2,500 万人の約 500 万人が患っているそうです。関節という部位名が 

付いている通り多くの病変が関節に起きますが、関節外病変の間質性肺炎 

（肺疾患）で他界する方や日本では悪性関節リウマチ、海外ではリウマトイド血

管炎と言われる関節リウマチ＋血管炎という病態を来すミゼラブルな経過の患者さんが一部にいらっ

しゃいます。また、皮膚疾患の乾癬という病気は、その 2 割程度が関節炎を来す（乾癬性関節炎）と 

され当科の管轄です。ブドウ膜炎は眼科疾患ですが、21 世紀初頭、ブドウ膜炎の 3 大原因（ベーチェ

ット病、サルコイドーシス、原田氏病）は当科の管轄疾患に入ります。つまり、当科が対象とする疾患

群は全身性で、他科との共同診療が必須です。幸いなことに当院はじめ昭和大学全体では、診療科の 

垣根が低く医師同士が顔を突き合わせたカンファレンスを行っています。小カンファレンス（小ミーテ

ィング）は直ぐに行う事が出来ますのも各診療科の垣根が低い証拠です。当科は正に他科連携があって

こそ成り立つ診療科なのです。 

医師以外の各種スタッフの方々からも他科の医師同様に、いつも助けて頂きながら診療をしていま

す。 

先日、参加しましたエリアの研究会では特に江東区医師会の膠原病分野の先生方と情報交換をし、 

あたたかく迎えて励ましのお言葉を頂きました。江東区の特に豊洲エリアではタワーマンションの建設

が進んでいて、人口増の地域と言われております。コロナ禍で多少の出入りがあったと伺いますが、駅

前の不動産情報では人口も家賃も高騰している HOT SPOT なのだそうです。 

当院は 2 人主治医制度を取っております。地域の何でも相談が出来るかかりつけ医に加え、疾患に特

異的な専門的な点を相談できる専門医として我々は存在しております。城東地区における常勤医がいる

基幹病院が少なく、当院の果たす役割は非常に重要と考え、責任を感じるとともにやり甲斐を感じてお

ります。 

皆様からの忌憚のない御指導・御鞭撻を賜れれば幸いと思います。宜しくお願いします。 

  

２０２4 年１１月号                                  第１２７号 

昭和大学江東豊洲病院だより 

リウマチ・膠原病内科 講師 /  小橋川
こ ば し が わ

 剛
つよし

  巻   頭 言 

 
第１２７号のトピックス 
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P ick up 
 医薬品の自己負担の新たな仕組み 

令和６年１０月からの医薬品の自己負担の新たな仕組みとして、後発医薬品（ジェネリック医薬品）

があるお薬で、先発医薬品の処方を希望される場合は、特別の料金をお支払いいただきます。 

この機会に、後発医薬品の積極的な利用をお願いいたします。 

詳しくは厚生労働省のホームページをご覧ください。 

 

 

 初年次体験実習の学生を受け入れました 

 

富士吉田キャンパスの本学医・歯・薬・保健医療

学部の１年生が実習の一環として、当院を見学し、

学びを深めました。 

初年次体験実習は、早期に実際の医療現場を見学

し、医療人となるための自覚を持つことを目的に、

期間中に約 100 名の学生を受け入れています。 

引き続き、診療・研究のみならず、医療人の育成

に努めてまいります。 

横山病院長による病院概要の説明（10 月 15 日） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１４日（月・祝）、第 1９回公開講座を開催しました。「健康と手をつなぐ」というテーマ

で、第１部では、「からだのサインを見逃さない！手足の症状からわかる脳神経疾患」の演題で脳神

経内科・栗城綾子准教授が手足の運動麻痺や感覚障害と脳卒中の関係性について講演しました。 

第２部では、「手は症状を映す鏡」の演題で整形外科・久保和俊准教授が手の症状からわかることや

できるセルフチェックと対応について、簡単な症状診断を交えて講演しました。 

 

受講された方からは、「大変ためになる講座でした。またよろしくお願いします。」「症例をたくさ

ん説明していただいて嬉しかった。」などといったお声をいただきました。一方で、今回は早い段階

で申込数が定員に達したため、参加できなかった方も多くいらっしゃいました。 

 

当日の講演内容は後日ホームページで公開する予定ですので来場できなかった方はもちろん、 

すでに受講済みの方もぜひご覧ください。 

 

次回の開催は来年の春頃を予定しております。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 

 

 

P ick up 
   第１９回公開講座開催報告 

 令和 6 年度東京都功労者表彰を受賞しました 

放射線技術部・石田秀樹診療放射線技師が、都民の日にあたる 10 月 1 日に、東京都知事より 

東京都功労者（福祉･医療･衛生功労）の表彰を受けました。 

 これは、東京都の区域において顕著な功績または模範として推奨するに価する業績もしくは徳行

のあったものが表彰されます。 

 

関節痛改善のストレッチの様子 

 

  
（左から）整形外科 久保准教授、 

脳神経内科 栗城准教授、大槻公開講座委員長 

この度、公益社団法人東京都診療放射線技師会の推薦に 

より、東京都功労者表彰を賜り、大変光栄に存じます。    

ご指導いただいた諸先輩の皆さま、職場の仲間、家族に 

感謝申し上げます。これからも、皆さまとのつながりを 

大切に、日々の精進を目標としてまいります。 

最後になりますが、引き続き、ご指導、ご鞭撻のほど 

宜しくお願い申し上げます。 



昭和大学江東豊洲病院  http://www.showa-u.ac.jp/SHKT/ 

〒135-8577 東京都江東区豊洲 5－1－38 

TEL03－6204－6000(代表)  

発行責任者:横山 登   編集責任者:大槻 克文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

病院の正面入り口にどっしりとそびえ立つ大樹の再生力には、目を見張ります。まるで『もののけ姫』

の世界のようです。樹木の名札を確認すると、“セコイア”と書かれていました。数ヶ月前、この大樹

の異変に出勤時に気がつきました。樹木のてっぺんから、日に日に濃い緑色の葉っぱが茶色に変色して

いく様子を見守っていました。ある日、大樹の葉が変色している部分の樹幹を途中から切り離すことに

なり、本当に再生できるのかを見守りました。セコイアについて調べてみると（Wikipedia）、ヒノキ科

の常緑針葉樹の一種で、最古の化石記録は中期ジュラ紀にさかのぼります。世界で最も背の高い木であ

り、現存する木の中で最も高いものは高さ 115m にも達し、非常に長命な木です。樹齢は最長で 2,267

年が知られています。さすがに世界一ずくめのこの大樹、最近では幹の途中からメキメキと枝葉を天空

へ伸ばし続けていて、元気をもらっています。この大樹の花言葉は「平和」です。 

 

編 

富岡八幡宮例大祭神輿連合渡御の接待所を設置しました 

 ご意見･ご要望 

 

P ick up 
  創立記念日休診のお知らせ  

2024 年 11 月 15 日（金）は、昭和大学創立記念日のため休診となります。 

あらかじめご了承下さい。 

 

ご意見 回答 

5 階周産期センターに香水をつけて回診に来る男性医師が 

います。 

産前産後の時期にあの匂いはきついです。 

病棟に来る予定がある日はつけないで下さい。 

 

 

貴重なご意見ありがとうございます。 

この時期は制汗剤を使っている医師がいたよう 

です。 

改めて各医師に指導してまいります。 

 

回答部署：産婦人科                

 

 

感謝 回答 

近くの病院で受け入れてもらえず、前回（8 月の入院）では 

本当にありがとうございました。 

先生方の説明がとても親切で丁寧で看護師さん達もとても 

感じよく余裕をもってみて下さり、感謝しております。 

今回もありがとうございました。 

こちらの病院が近所だったらなぁと本当に思います。 

これからもよりよい病院を目指します。 

 

ご意見ありがとうございました。 

 

 

回答部署：こどもセンター                

 

放射線技術部  ／ 石田
いしだ

 秀樹
ひでき

 


